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１．緒言 
私は、運動は得意だが体育授業のたいてい

の技能を簡単にこなすことができ、体育の授

業は退屈に感じて、意欲があまり湧かなかっ

た。 
一人ひとりを徹底的に大切にし、どんな子

もないがしろにしない授業を行うためには、

苦手な子のみならず得意な子もカバーすべき

であると考えた。 
本研究では、運動が得意な子と苦手な子の

両者を伸ばす事ができるような、より良い体

育授業とは一体どのような視点でどのように

行っていけば良いのかを、教師と子ども双方

向の視点から検討する。そして、明らかにな

った教師の考えと、児童、生徒の要望をもと

に体育授業の問題点を捉え、更なる工夫をす

ることを目的とする。 
２．研究の方法 
アンケート調査の実施 
＜調査対象者＞ 
京都府、大分県の小学生 89 人 
滋賀県の中学生 101 人 
京都府、滋賀県の高校生 308 人 
京都府、滋賀県の体育教師 12 人 
＜調査の目的＞ 
 教師側と子ども側の意見をもとに、教師か

らの一方向的な体育授業から、教師と子ども

双方向的な体育授業を行うためには、どのよ

うな指導や工夫をするべきか考察するための

資料とする。 
 

３．結果と考察 
アンケートの結果から、子どものニーズに

対し、教師はおおよそのニーズを把握してい

ることが分かった。しかし、子どものニーズ

は多様であるとともに運動能力もバラバラで

あるため、分かっていても実現することが難

しいようである。また、暑さや寒さ、肉体的

な疲労や汗をかくことは体育において避けら

れず、これらの問題を解決するのは難しい。 
４．まとめ 
本研究では、教師と子ども両方の視点から、

よりよい体育授業にするための８つの条件を

導き出した。これらの条件を満たせば満たす

ほど、よりよい体育授業になっていくと考え

るが、子どもの実態の違いや学校の設備の不

備、教師不足や教師の力量不足によって項目

を満たすことができるかどうか左右されるこ

とも多いかもしれない。 

よりよい体育授業を行うためには、８つの

条件を満たすことができるよう、教師が努力

することはもちろんのこと、学校設備の充実、

教師不足の解消、教師教育の改善等、子ども

の教育環境を整えていくことが必要だと考え

る。 
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